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表 1 mにおける自然放射線線量率については実測に加え Beck et al.(1972)1)を参考にK2O，
Th 含有量からの計算値も求めた。計算式には U の濃度値が必要であるが，本研究では U
の定量分析を行っていないためU/Th=0.20 (相関係数 0.89)2)を用いて計算した。元素濃度分
布図から断層付近では Co，Cr，Cu，Ni，V の 5 元素の濃度が高くなる傾向が見られた。
主要な断層としては東中央部に土万断層 3)が，東西方向に山崎断層系安富断層が，南東方
向に暮坂峠断層が存在しており，このうち少なくとも安富断層は活断層であり 1000 年当






る元素濃度の平均値と今井ほか(2004)2)の全国平均値を比較すると Zr で約 8.5 倍(本地





 また母岩を限定できる河川堆積物を中心に，葛城山の 4試料，六甲山系の 3試料，山崎
地域の 7 試料の計 14 試料について検討した。葛城山の試料についてはその河川の流域が
すべて葛城トーナル岩Ⅱ型 5)である。六甲山系の試料は 1 試料が六甲花崗岩をその河川上
流の流域に持つもので，残りの 2試料は結晶質凝灰岩，石英閃緑岩，有野累層と呼ばれる
















と Eu 異常の間に負の相関がある。これは Y が三価で安定な元素であり Eu を除く希土類
元素と似た挙動を示すことが原因であると判断した。 
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